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純

家

(
其
コ
一
、
岡
家
の
組
織
)

粋

園

作

車

田

乙
山
小
摘
は
初
め
三
分
し
て
北
一
三
走
純
粋
同
家
と
し
て
泣
い
た
が
、
今
掲
載
山
都
合
に
て
こ
の
分
を
民
に
て
一
分

L
、
共
三
国
家
の
組
織
・
共
凹
純

梓
困
家
主
な
し
、
ー
ハ
凹
を
主
税
に
鍋
載
し
て
全
曲
川
喜
紺
ぶ
と
と
与
す
る
。

七

ヨ民

組

織

国

の

図
家
に
閲
す
る
私

ω見
解
は
、
困
・
山
部
は
基
本
幽
幽
胞
に
於
り
る
共
同
組
織
な
b
三
面
ふ
に
蹄
着
す
る
。
こ
の
見
解

ω常
否
山
師
刷
る
簡
単
に
山
概
査
さ
れ
得
る
。
印
ち
人
間

ω岡
韓
に
基
本
圃
健
ピ
減
生
園
健
の
別
あ
ち
ゃ
、
回
健
の
組

繊
じ
共
同
組
織
己
相
互
組
械
己
の
別
あ
h
ゃ
、
而
し
て
基
本
幽
幽
胞
の
共
恥
組
織
な
る
も
の
ゐ
h
ご
す
れ
ば
其
を
困

山
部
正
稀
す
る
こ
己
が
通
蛍
な
り
や
・
唯
に
そ
れ
ザ
い
り
の
是
非
が
判
断
さ
る
れ
ぼ
よ
い
Y
O

頑
聞
な
個
人
主
義
山
思
怨
は
共
同
組
織
の
存
在
を
認
め
守
、
甚
し
吉
は
基
本
剛
慢
の
存
在
を
き
へ
認
め
な

ν

で
、
個
人
の
自
立
性
を
高
調
す
る
o

然
る
仁
一
新
の
如
、
百
は
、
人
生
の
週
相
に
於
り
る
人
聞
の
性
格
が
自
然
性
よ
b

意
志
性
に
進
化
す
る
さ
き
に
意
志
の
自
立
が
認
定
さ
れ
る
貼
を
見
て
、
こ
れ
を
直
も
に
人
生
の
境
涯
に
於
け
る
個

第
二
都

プ£
t 

梓

圃

家

第
二
十
五
巻

一一

純

諦

叢
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前

議

プミ
J、

純

場事

家

闘

第
二
十
五
巻

一

第

郵

人
志
志
に
擬
す
る
こ
ご
か
ら
起
る
所
の
錯
誤
で
ゐ
る
。
意
志
正
は
言
へ
、
佃
人
意
志
の
カ
弱
Z
は
一
商
品
の
債
格

さ
へ
も
決
め
得
な
い
I

。
唯
ピ
人
聞
が
創
造
を
試
み
る
場
合
に
は
、
宗
殺
で
も
綜
合
事
術
で
き
へ
も
先
づ
構
想
を
創

そ
こ
に
棚
人
の
骨
骨
巌
を
認
め
唯
我
濁
曾
の
気
持
を
百
へ
生
静
し
め
る
。
併
し
偉

め
る
も
の
は
一
人
で
ゐ
る
か
ら
、

大
な
る
創
遣
は
も
ご
人
閉
そ
の
も
の
、
一
筋
す
所
で
、

そ
れ
が
或
は
個
人
に
よ
っ
て
各
倒
的
仁
或
は
岡
氏
仁
よ
っ
て

共
同
的
に
表
現
せ
ら
れ
る
に
り
で
あ
る
o

哲
鼎
・
蔀
術
・
宗
教
な
ど
に
闘
す
る
創
逝
は
、
た
ピ
ヘ
或
一
人
に
よ
っ
て

行
は
れ
る
ぜ
も
、
そ
の
創
匙
の
蛍
時
に
は
、
決
し
て
其
人
に
白
己
が
創
遣
し
た
E
思
ム
意
識
を
持
た
せ
る
こ
ど
は

な
い
o

天
来
ご
謂
ふ
言
葉
は
個
人
の
仕
事
で
な
い
ご
謂
ふ
意
味
で
ゐ
る
。
綱
人
の
人
格
を
凶
鰹
以
上
に
置
き
得
る

場
合
は
、
唯
vh
一
淑
生
回
慢
に
於
て
こ
れ
を
見
る
の
み
。
故
に
個
人
主
義
思
想
は
闘
中
部
を
も
一
の
一
蹴
生
凶
髄
吉
見

τ

そ
の
回
髄
H
的
を
限
定
し
、
甚
L
h
u
は
ス
・
へ
ン
サ
ー
の
や
う
に
岡
家
を
目

L
T
人
民
保
誰
の
株
式
合
副
ど
な
す
に

至
っ
た
。
然
る
に
世
界
大
戦
官
時
に
英
吉
利
政
府
は
、
国
民
に
劃
し
て
パ
ン
の
日
々
の
消
費
量
仁
ま
で
統
制
を
加

へ
、
殆
ど
秘
端
ご
忠
は
れ
る
ほ
ど
に
個
人
の
白
山
を
制
限

L
花
。
若

L
1
・
ヘ
ン
サ
ー
を

Lτ
ご
れ
を
見
せ
し
め
た

な
ら
ば
、
彼
は
何
の
一
僻
を
以

τ自
説
を
緋
護

L
得
わ
い
で
企
ら
う
か
o
商
事
曾
刑
は
救
済
事
業
を
粂
勝
目
し
な
い
、
出
胤
T

曾
は
衛
生
事
務
合
執
ら
な
い
が
、
英
士
ロ
利
の
閥
曾
が
錯
し
能
は

.5
る

ι
ピ
は
男
女
の
性
を
愛
へ
る
ニ
ご
に
け
で
あ

る
己
さ
へ
謂
は
れ

τ居
る
。

ス
ペ

y
f
!
流
の
見
解
は
、
性
質
に
於

τ無
限
定
な
る
岡
家
の
任
務
を
質
際
に
於
て

な
る
ぺ
〈
制
限
せ
よ
正
云
ふ
質
践
論
が
、
偶
々
高
度
の
自
由
主
義
組
織
舎
執
れ
る
十
九
世
紀
の
英
吉
利
仁
於
て
現

• 
< ' ~". 



象
論
的
仮
装
を
着
り
て
現
は
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
併
し
就
れ
に

L
τ
も
そ
は
基
本
圃
膿
の
存
在

F
認
め
な
い
個
人

主
義
の
偏
見
で
あ
る
o

衣
に
共
同
生
活
の
概
念
に
就
て
謂
へ
ば
、

こ
れ
ま
で
多
(
の
人
々
は
-
回
れ
を
箪
に
図
髄
を
な
し
て
生
活
す
る
芭

云
ム
ほ
ど
の
漠
然
た
る
意
味
に
解
L
て
ゐ
る
や
う
で
ゐ
る
。
共
同
生
活
は
困
髄
生
活
で
あ
る
が
、

ニ
れ
を
金
慢
円

的
の
共
岡
山
貝
現
Z
云
ふ
意
味
に
限
定
し
、
各
筒
目
的
の
相
互
質
現
た
る
相
互
生
活
か
ら
匝
別
し
な
り
れ
ば
な
ら

m
H
O

「
御
互
に
助
か
る
」
ご
云
ふ
場
合
さ
「
死
な
ば
諸
共
」
ご
一
式
ふ
場
合
己
は
明
炉
に
異
っ
た
結
合
閥
係
に
立
っ
て
居

品
。
相
互
組
紘
た
る
枇
則
又
は
一
肱
舎
に
於
て
は
生
死
を
共
に
す
品
ご
一
五
ふ
や
ち
な
生
活
交
渉
の
態
度
は
見
出
3
れ

な
い
。
共
同
組
織
化
る
同
盟
叉
は
岡
家
に
於
て
は
御
互
.
た
が
ら
ご
云
ふ
理
由
で
自
ら
脱
れ
叉
は
他
を
誘
ふ
や
う
な

生
活
交
渉
の
態
度
は
何
蕗
に
も
存
し
な
い
。
個
人
心
理
に
偏
す
る
見
解
で
は
、
結
合
開
係
争
』
凡

τ仰
人
の
意
識
的

交
渉
の
結
果
正
見
て
、
共
同
関
係
を
も
一
植
の
相
互
関
係
で
あ
る
ご
す
る
。
併
し
初
め
に
胤
謹
ゐ
ち
ど
も
言
ひ
得

ら
る
べ
き
古
代
の
血
族
園
館
に
徴
し
て
考
ふ
る
古
き
は
、
共
同
関
係
は
仰
人
意
識
を
侠
た
な
レ
で
己
に
成
立
し
て

居
る
。
国
家
た
る
共
同
組
織
は
こ
の
血
族
園
鶴
の
共
同
関
係
に
そ
の
起
源
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

基
本
岡
髄
が
質
在
L
、
又
ぞ
れ
に
共
同
組
織
が
質
在
す
る
こ

E
は
何
人
も
疑
ひ
得
な
い
-
二
」
、
思
ム
。
然
ら
ば

-
』
の
寅
在
は
我
等
が
古
か
ら
A
Y
じ
至
る
ま
で
岡
家
E
呼
ん
で
ゐ
る
も
の
、
異
相
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

そ
の
勤
を
明
か
に
す
る
潟
に
は
岡
家
の
組
織
を
分
訴
す
る
必
要
が
生
す
る
。

論

第
ニ
十
五
経

第

就
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論

強

家

第
二
十
五
番

第

娩

七
O

四

車~n

枠

闘

我
轄
の
岡
話
て
は
古
〈
は
他
白
岡
語
と
同
様
に
圃
家
の
中
に
枇
官
配
合
ま
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
枇
官
。
語
の
山
市
な
い
と
き
、
我
轄
が
特
に
枇
官

。
意
山
を
現
時
さ
う
と
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
世
間
と
呼
ん
E

て
ゐ
た
。
「
世
間
は
相
持
ち
」
と
一
五
ふ
が
師
、
き
は
よ
〈
枇
官
の
相
互
組
織
を
穿
っ
た
文
句

て
あ
る
。
併
し
意
識
的
に
批
合
白
櫛
僻
組
織
を
認
め
こ
れ
を
主
翻

ι提
唱
す
る
や
う
に
な
れ
ば
枇
脅
を
世
間
と
呼
ぶ
は
也
官
て
な
い
。
事
ろ
主
制
的

に
投
等
げ
か
人
特
を
場
げ
て
粕
合
組
級
位
を
成
す
と
考
へ
る
と
き
、
こ
れ
を
基
本
剛
値
と
呼
ん
で
、
そ
の
巾
に
園
家
と
此
合
と
を
也
合
せ
し
め
、
こ
の

品
本
剛
韓
を
非
糊
的
存
杭
と
H
地
て
我
等
が
拠
へ
ら
れ
た
る
描
渥
v
h

住
む
と
考
へ
る
と
き
に
、
と
れ
を
世
間
と
淵

L
E
泊
岱
と
す
る
で
あ
り
う

凡
dL
附
憶
に
は
、
官
官
正
し
て
組
山
酬
が
あ
旬
、
作
附
m
E
し
て
運
皆
が
あ
る
。
組
織
は
剛
一
概
カ
の
所
れ
で
あ
h
、

蓮
曲
目
は
比
(
カ
の
俊
動
で
あ
る
。
国
家
は
基
本
剛
慌
に
於
け
る
共
同
組
織
な
る
が
、

毛
は
同
時
に
基
本
側
髄
に
於
り

る
共
同
運
替
を
行
ム
。

』
の
組
織
は
賞
髄
ご

Lτ
の
共
同
参
典
で
あ
h
、
こ
の
運
俸
は
作
用
ご
し
て
の
共
同
盛
典

一
は
闘
家
が
何
も

ωな
る
か
の
問
に
答
へ
、
他
は
岡
家
が
何
事
を
忽
す
か
の
阿
に
答
へ
る
o

岡
家
が
潟

す
所
的
共
同
運
営
が
郎
も
官
治
で
あ
る
が
、
私
は
今
、
国
家
の
本
質
を
明
品
川
に
す
る
を
営
面
の
目
的
ご
す
る
か

で
あ
る
。

ら
、
専
ら
組
織
に
就

τ考
察
を
試
み
、
政
治
に
就
て
は
時
に
開
設
す
る
に
止
め
る
で
あ
ら
う
o

相
互
組
織
た
る
一
献
品
目
に
は
意
志
な
〈
人
格
な
き
が
放
に
、

批
曾
に
あ
っ
T
は
例
入
の
意
志
及
び
人
格
が
相
互
開

係
の
中
に
交
通
L
、
人
々
は
自
己
の
意
志
及
び
人
格
以
上
に
自
己
を
制
す
る
意
志
及
び
人
格
あ
る
こ
ぜ
を
認
め
な

ぃ
。
枇
曾
に
於
げ
る
個
人
が
互
に
制
仁
合
ム
こ
ご
は
、

こ
れ
を
枇
曾
仁
就
て
見
れ
ば
一
の
自
然
現
象
に
外
な
ら
な

ぃ
。
然
る
に
共
同
組
織
た
る
闘
中
部
に
は
統
一
結
合
の
焦
馳
に
闇
健
の
意
志
及
び
人
格
を
成
立
せ
し
め
る
が
故
に
、

園
家
人
た
る
各
州
人

ω意
士
山
及
人
格
は
岡
家
の
意
志
及
び
人
格
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
れ
る
o

こ
の
統
制
は
寧
な
る

• 
毛，"・.



力
の
張
械
に
よ
る
の
で
な
〈
カ
の
性
質
に
基
く
所
の
意
志
現
象
で
あ
る
。

品
川
身
は
全
鵠
仁
従
ふ
さ
一
五
ふ
意
志
的
必

然
の
聞
係
が
そ
ニ
に
成
立
す
る
。

こ
の
閲
係
炉
ら
国
法
が
成
立
L
、
人
々
が
国
法
に
遵
ふ
は
・
車
に
園
家
意
志
の

強
力
に
屈
従
す
る
り
で
は
な
く
、

各
仰
人
の
意
志
が
北
(
等
の
共
同
意
士
山
に
趨
従
す
る
-
】
ご
を
意
味
す
る
。

-
f
}
]
 

加が

de'刻
枇
曾

岡
家
に
あ
っ
て
は
意
志
は
岡
崎
市
泳
人
た
る
桐
人
記
其
等

き
は
勿
論
、

現
象
論
的
・
理
由
論
的
に
見
た
の
で
あ
っ
て
、

官
時
師
論
的
、

規
範
論
的
に
見
た
の
で
は
な
U
。

に
あ
っ

τは
意
志
は
枇
曾
人
た
る
例
人
仁
の
み
存
す
る
が
、

批
舎
に
就
て
は
号
う
言
は
な
い
。

の
共
同
結
合
た
る
岡
家
正
仁
存
す
る
。
我
等
は
同
四
家
を
建
立
す
る
ご
一
五
ム
力
、

ミ

-
-
Kミ
唱
喜
H
、
こ
よ

カ
〈
一
d
l
A
d
t
p
d
a
g
-
-

こ
の
建
立
叫
語
以
主
制
倒
的
に
見
て
共
同
意
志
・
共
同
人
格
老
立
て
る
噂
-
Z
を
意
味
す
る
o

る
共
同
意
士
山
の
成
立
こ
そ
国
家
に
特
有
な
る
固
館
組
織
で
あ
る
。

凡
を
意
志
は
本
質
的
に
は
人
格
を
形
成
す
る
い
八
官
官
官
に
外
な
ら

ht~
こ
れ
は
質
慨
に
就
て
見
た
る
も
一

ωな

る
が
、
真
じ
作
用
を
混
じ
て
主
主
見
る
己
主
は
、
人
格
立
志
は
印
丸
一
般
的
に
目
的
主
現
す
る
所
司

1
1
1

ず
で
あ
る
。
然
る
に
人
格
意
志
若
〈
は
生
活
意
志
が
悩
々
の
現
象

t
L
て
現
は
れ
る
場
合
に
は
そ
こ
に
第
二
次
的

意
士
山
を
認
定
し
得
る
ο

こ
れ
を
質
髄
的
仁
見
れ
ば
、

人
格
よ
り
分
出
す
る
も
の
は
筒
々

ω
願
望
な
れ
ば
、

こ
の
第

三
次
的
の
も
の
を
昨
監
官
官
正
名
づ
り
、
叉
同
じ
意
士
山
を
作
用
的
に
見
れ
ば
、

こ
の
第
二
次
的

ωも
の
を
作
官
官
ず
己
名
づ
り
る
。

生
活
よ
b
H
T
出
す
る
も
の
は
箇
々

の
行
動
な
れ
ば
、

要
す
る
仁
意
志
現
象
は
、

願
望
意
志
若
〈

は
行
動
意
志
が
人
格
意
志
省
く
は
生
活
意
志
よ
り
後
出
し
来
り
て
、
箇
々
を
包
容
す
る
一
般
の
生
活
目
的
を
質
現

論

叢

家

第
二
十
五
巻

ヨ玉

第

挽

七

粋

固

純
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襲

純

仲

家

園

第
二
十
五
巻

負式会

都

~­F、

4二

し
内
在
人
格
を
表
現
す
る
に
ゐ
る
。

期
の
如
き
意
志
現
象
を
岡
山
本
に
就
て
見
る
ご
き
は
、
そ
の
人
格
意
志
は
基
本
倒
鱒

ω共
同
組
織
に
成
立
す
る
町

骨
官
官
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
活
意
士
山
は
一
般
的
に
共
同
組
織
全
維
持
し
後
展
せ
し
め
る
所
の
蜘
畑
山
粧
品
品
ず
で
ふ
る
。

次
に
岡
家
が
そ
の
本
質
意
士
山
を
賞
現
す
る
所
の
第
二
衆
的
意
士
山
は
、
質
髄
的
に
は
闘
家
的
任
務
を
挽
賞
す
る
所
の

機
関
意
志
正
し
て
、
叉
作
用
的
に
は
闘
家
的
任
務
を
遂
行
す
る
所
の
裁
決
意
志
ご
し
て
現
は
れ
る
o

而
し
て
閥
健

は
側
人
ご
即
時
り
そ
の
意
士
山

ω成
立
に
は
特
に
仰
人
意
士
山
の
総
合
に
よ
る
構
成
を
必
要
さ
す
る
o

調
ゆ
る
図
鰭
及
び

政
健
ご
云
ム
は
、
上
越
の
総
統
意
士
山
t
裁
決
意
志
正
の
構
成
態
様
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
通
h
の
意
士
山
勝

成
は
岡
附
に
同
家
的
組
織
構
成
ev三
つ
に
幅
別
す
る
。

一
は
第
プ
次
的
に
人
々
の
業
問
委
典
の
闘
係
が
基
本
回
健

の
共
同
組
織
を
成
ヨ
し
め
る
基
礎
紋
怨
で
わ
h
、
他
は
第
二
夫
的
な
る
共
同
委
由
刊
の
閥
係
が
第
一
次
的
基
礎
の
上

に
箇
々
の
国
家
目
的
4

佐
賀
現
す
る
共
同
組
織
を
建
設
す
る
に
あ
る
。
私
は
ニ
の
二
つ
の
岡
家
組
織
に
就
て
今
適
切

な
る
名
稀
を
思
付
ヨ
得
な
い
v
h
r
ら
、
師
世
ら
〈
一
を
岡
山
部
の
基
礎
的
組
織
正
名
づ
り
、
他
を
国
家
の
建
設
的
組
織
E

名
づ
り
ょ
う
。
以
下
こ
の
二
過
ち
の
組
織
に
就

τ分
設
す
る
で
ゐ
ら
う
。

j¥ 

圃
家
の
基
礎
的
組
織

基
本
側
植
に
於
付
る
仰
人
以
概
し

τ無
力
で
め
る
o
枇
曾
に
在
っ
て
は
枇
曾
の
自
然
カ
に
強
制
せ

ιれ
、
園
白
紙

• 
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に
在
つ
て
は
岡
家

ω意
志
カ
に
強
制
せ
ら
れ
る
。
併
L
均
L
〈
強
制
力
で
あ
っ
て
も
枇
食
カ
吉
岡
家
カ
ピ
は
自
然

性
Z
意
志
性
正
の
相
注
が
ゐ
る
。
意
志
性
柁
る
国
家
の
強
制
カ
e

佐
官
庁
正
一
苫
ひ
、
機
カ
が
基
本
凶
飽
に
存

L
て
濁

立

ω地
位
を
占
め
る
朕
態
よ
b
見

τこ
れ
を

rwJ」
云
ム
。
主
権
は
無
制
限

ω意
志
力
ご
云
は
れ
る
も
、

自
然
的

に
は
仙
の
問
中
部

ω意
志
カ
に
劉

Lτ
有
限
な
る
の
み
で
な
く
、
闘
家
人
た
る
諸
個
人

ω共
同
一
向
結
合

ω諸
政
如
何

に
よ
っ
て
、
そ
の
活
動
の
範
闘
に
そ
の
時
々
の
限
界
が
あ
る
。
ニ
の
意
味
に
於
て
注
主
艇
の
カ
も
亦
有
限
で
あ

る。

L
か
し
主
維
は
そ
の
意
士
山
七
品
性
質
よ
り
見
る
正
き
は
、
基
本
剛
膿
を
構
成
す
る
凡

τの
仰
人
の
人
栴
志
士
山

並
に
他
の
基
本
側
惜
の
意
士
山
に
制
以
せ
ら
れ
な
レ
正
一
五
ム
意
昧
に
於
て
無
制
限
の
意
志
力
で
ゐ
る
。

こ
の
黙
に
於

τ主
構
は
特
定
の
参
加
者
を

ωみ、
而
か
L
そ
の
行
動
意
志
を
の
み
拘
束
す
る
に
止
ま
芯
減
生
凶
飽

ω
意
志
ご
呉

-OJ
、
問
時
に
岡
家
も
ま
わ
れ
一
の
一
蹴
生
剛
健
に
過
ざ
な
い
芭
な
す
一
一
恨
の
見
解
が
有
力
に
否
認
さ
れ
得
る
o

基
本
凶

鰻

ω意
士
山
花
る
凶
山
部
の
意
士
山
は
、

凡
て
の
例
人
の
人
格
意
志
を
拘
束
す
る
正
同
時
に
、

仰
人
の
行
動
怠
志
に
よ
っ

て
成
立
す
る
波
生
凶
憾
の
意
士
山
を
も
拘
束
す
る
。

国
家

ω能
力
強
制
は
例
人
意
志
仁
劃
す
る
回
惜
立
志
の
強
制
で
あ
る
。
ニ
の
意
士
山
閲
係
は
物
質
的
関
係
で
な
〈

心
性
的
関
係
で
あ
る
こ
己
は
勿
論
な
る
が
、
倒
人
の
行
動
を
鉱
山
限
定
仁
拘
束
す
る
以
上
は
、
維
力
強
制
が
個
人
の

肉
慨
に
謝
す
る
物
質
的
拘
束
を
包
合
す
る
は
蛍
然
の
こ
正
で
あ
る
o

巳
に
物
質
的
拘
束
が
加
は
る
以
上
は
、
同
一

の
個
人
に
謝
し

τ
ニ
以
上
の
楼
カ
が
同
時
に
畿
動
す
る
こ
芭
は
権
力
E
権
力
ご
の
衝
突
を
惹
起
こ
す
ニ
吉
、
な

前

議

純

料

家

、
事
二
十
詞
巷

第

蹴

七

セ

園
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家

圃
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十
五
巻

凡

第

現

七
四

る
。
是
に
於

τhr諸
同
四
家
が
並
立
し
縫
絢
ず
る
に
及
一
べ
ば
、
各
国
家
が
そ
り
主
棋
を
及
ぼ
す
ぺ
き
人
格
者
ご
し
て

の
個
人
品
川
共
々
に
専
属
せ
し
め
る
や
う
に
岡
山
柑
を
定
的
領
民
主
櫨
を
立
て
る
。
叉
倒
人
的
筒
々
の
行
勤
に
劃
し
て

主
権
が
後
動
ず
る
ご
さ
に
並
(
等
の
衝
突
昔
、
避
り
る
に
は
、
主
権
の
性
質
上
、
行
動
の
柿
類
に
よ
っ

τ限
界
を
劃
す

る
こ
ピ
は
出
来
な
い
か
ら
、
行
動
の
起
っ
た
場
所
に
よ
っ
て
宅
構
の
後
勤
を
限
定
す
る
が
、
そ
こ
仁
昨
日
岨
が
定
ま

h
領
地
主
権
が
立

τら
れ
る
。
但

L
倒
墳
は
地
縁
↑
一
意
味
し
な
い
γ
o

岡
家
の
み
が
必
し
も
地
縁
側
槌
正
稿
せ
ら
る

べ
き
で
な

f
、
地
縁
は
一
枇
曾
仁
も
存
し
、

そ
は
つ
ま
ち
基
本
闘
幽
闘
が
一
蹴
生
脳
髄
ピ
異
る
所
の
一
一
特
徴
で
ゐ
る
o
蓋

L
基
本
側
捜
は
初
酌
よ
ち
、
剛
糟
員
が
同
じ
地
域
に
住
む
こ
ど
を
成
立
の
一
要
件
て
す
る
か
ら
で
あ
一
る
。

問
中
部
の
特
徴
は
先
づ
一
路
は
湖
立
せ
る
権
力
強
制
の
組
織
に
あ
る
ご
見
て
よ
い
。
こ
の
植
力
強
制
は
我
等
が
日

常
の
経
験
に
訴
へ
て
容
易
に
認
め
得
る
所
の
現
象
で
あ
一
る
か
ら
・
何
人
も
先
づ
こ
の
現
象
を
捉
へ

τ国
家
ピ
然
う

で
な
い
も
の
ご
を
隔
別
す
る
。

さ
れ
y
こ
た
び
そ

ω現
象
の
貧
相
如
何
を
考
へ
擁
力
強
制
が
何
を
表
現
す
る
現
象

で
あ
る
炉
を
探
る
ご
き
は
、

そ
-
』
に
根
本
的
仁
異
れ
る
和
々
の
日
見
解
が
提
出
さ
れ
る
。

4
ん
も
法
律
撃
で
は
様
カ
強

制
を
以
て
嘗
骨
凋
論
・
規
範
論
的
問
揺
さ
な
し
、
主
権
を
以
て
人
生
の
目
的
貿
現
に
趨
合
す
る
も
の
苫
判
定
す
る
を

通
例
ど
な
す
が
、

か
、
る
見
方
は
今
吾
人
の
問
題
古
す
る
所
で
な
い
。
同
家
意
志
を
自
然
現
象
ピ
見
宇
、
意
志
現

象
吉
見
な
が
ら
、
而
も
こ
れ
を
現
象
論
的
に
認
定
し
て
質
践
論
的
に
判
定
し
な
い
所
に
吾
人
の
問
題
が
存
す
る
の

で
あ
る
。

• 
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私
の
見
る
所
で
は
、

岡
家
の
機
力
強
制
は
本
質
的
に
は
女
同
組

W
そ
の
も
の
か
ら
生
中
る
の
で
あ
る
。

凡

τ共

同
組
織
は
参
山
知
者
に
謝
す
る
強
制
を
可
能
な
ら
し
め
る
が
、

岡
家
は
基
本
幽
慢
の
共
同
組
織
な
る
が
故
に
最
高
綱

立
の
強
制
力
を
保
持

L
得
る
o

個
人
の
生
命
を
断
?
』
正
す
ら
出
来
る
の
は
漏
り
国
家
の
み
が
錦
[
得
る
所
で
あ

る
0

3
れ
ど
共
同
組
織
が
必
然
に
強
制
力
を
要
す
る
Z
は
限
ら
な
い
。
若
し
共
同
組
織
が
倉
輿
者
よ
h
見
で
会
〈

、
.
、
.
、
.
、
ー

ヨ仕
r
t
、
司
で
ゐ
る
な
ら
王
、

d
t
ι
4
4
'
J
J
S
F
K
U
P
+
J
 

そ
こ
に
は
各
人
に
封
す
る
回
世
の
強
制
を
必
要
己
し
な
い
。
尤
も
基
本
凶
慢
の
共
同

組
織
は
自
然
に
俊
生
し
、
凡
て
の
個
人
は
生
れ
い
な
が
ら
に
し

τそ
の
組
織
凶
中
に
牧
容
Z
る
、
が
故
仁
、

ぞ
れ
ら

の
人
々
仁
ピ
つ

τは
最
初
か
ら
白
枠
共
同
の
中
に
立
つ
こ
ご
は
な
い
。
自
然
炊
態
ご
し
て
成
立
せ
る
基
本
脳
健

ω

原
始
的
共
同
組
織
に
あ
り
て
は
、
そ
の
結
合
関
係
は
説
れ
か
ご
言
へ
ば
無
意
識
的
自
律
共
同
ご
も
言
ひ
得
ら
れ
る

が
、
股
栂
に
言
へ
ば
そ
の
閥
係
は
自
律
的
で
も
他
律
的
で
も
な

ν。
後
じ
成
人
々
仁
境
涯
に
於
け
る
会
膿
白
脱
却
を

生
十
る
に
及
ん
で
そ
れ
等
の
問
の
意
士
山
交
通
炉
ら
自
体
共
同
を
生
成
せ
し
め
る
。
拘
円
ほ
精
確
に
言
へ
ば
自
体
共
同

は
少
数
の
会
純
白
魔
者
よ
り
成
る

Z
繭
は
ん
よ

h
も
寧
乃
多
数
の
人
々
に
懐
肝
れ
る
会
僻
自
覚

ω我
性
が
結
束
き

れ
た
も
の
吉
見
る
の
が
適
切
で
あ
ら
う
。
又
斯
か
る
自
覚
が
生
守
る
に
至
れ
ば
、
生
れ
な
が
ら
に
共
同
組
械
に
加

っ
た
者
は
、
段
々
さ
図
家
人
削
も
基
本
的
共
同
組
織
の
構
成
山
単
位
た
ら
し
め
る
や
う
に
数
育
さ
れ
る
か
ら
・
ス
7
僧

自
覚
の
我
性
は
可
な
り
康
〈
普
及
し
て
自
律
共
闘
を
抜
大
せ

L
め
る
。
し
か

1
人
が
自
賛
に
よ
っ
て
性
格
上
の
意

志
正
な
る
こ
き
は
そ
は
境
涯
に
現
は
れ

τ直
も
に
伯
縄
自
費
芭
な
る
を
以

τ、
相
瓦
組
織
た
る
一
枇
曾
に
於

τは
ニ

諦

議

家

第
二
十
五
巻

f事

抗

ヒ
五

JL 

純

梓

園
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園

家

第
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十
五
巷

O 

第

拠

七
六

の
街
健
自
覚

ω品
質
を
高
め
る
を
以
て
足
る
が
、
共
同
組
織
た
る
岡
家

ω成
立
に
は
少
数
者
た
h

ご
も
夏
に
会
館

白
鼠
買
を
必
要
J

と
す
る
。

hr
〈
て
こ
の
自
貨
の
我
怯
に
立
て
る
自
律
共
同
が
共
同
組
織
を
構
成
す
る
巾
極
的
基
礎
己

な
り
、

、
.
、
一
』
…
り
自
覚
な
き
人
々
又
は
行
動
に
謝
L
て
共
同
組
織
の
維
持
奮
を
引
受
け
る
。
か
(
て
共
同
組
織
に
は

自
体
共
同
居
正
こ
れ
に
よ
っ
て
他
体
的
に
共
同
組
織
に
収
容
さ
れ
る
町
小
伸
弁
骨
骨
己
の
二
階
層
が
存
す
る
。
後
者

の
存
す
る
こ
ど
が
凶
家
の
権
力
強
制
を
必
要
伝
ら
し
め
る
所
以
で
あ
う
、
前
者

ω存
ず
る
、
』
ご
が
岡
山
訴
の
権
力
強

制
を
可
能
な
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。

権
力
強
制
は
共
同
組
織
よ
h
後
生
す
る
現
象
で
あ
っ
て
、
共
同
は
本
で
あ
b
強
制
は
末
で
ゐ
る
。
強
制
は
共
同

よ
り
生
す
る
も
共
同
は
必
し
も
強
制
を
件
ふ
正
は
限
ら
な
い
。
非
山
市
市
帯
師
世
に
際
し
皐
闘
一
致
を
要
す
る
手
き
は

大
多
数
の
人
々
が
共
同
組
織
り
中
に
於
て
強
制
に
よ
ら
す
ご
も
忠
貨
に
共
同
任
務
L
Z

執
る
事
例
は
、

事
新
し
〈
言

ふ
ま
で
も
な
い
I
o

自
仲
共
同
ご
他
作
共
同
三
説

μ
が
基
本
的
・
白
立
的
な
る
か
ご
言
へ
ば
勿
論
後
者
で
な
く
前
者

で
あ
る
o

若
し
そ
れ
が
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
共
同
闘
係
の
由
来
が
全
〈
知
h
得
ら
れ
な
い
こ
ぜ
に
な
る
。

自
律
共
同
は
我
等
が
同
時
々
の
派
生
闘
髄
に
就
て
賞
翫
す
る
所
で
ゐ
る
o

共
同
研
究
で
あ
れ
綜
合
誌
術
で
あ
れ
、
自

律
共
同
な
〈
ん
ば
会
〈
目
的
』
M
H
現
の
成
果
を
血
中
げ
る
・
」
ご
は
出
来
な
い
。

多
数
の
人
口
を
擁
し
生
活
内
容
が
複
雑

ぜ
な
h
て
倒
人
聞
の
利
害
関
係
が
著
し
〈
幅
湊
せ
る
近
代
の
基
本
附
髄
、

殊
に
進
歩
せ
る
枇
合
生
活
を
包
容
せ
る

基
本
剛
健
に
あ
っ
て
は
、

明
確
に
自
体
共
同
踏
の
所
在
を
指
摘
す
る
一
』
ピ
以
頗
る
困
難
で
あ
る
o

さ
れ
ど
古
代
の

• 
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単
純
な
る
基
本
圃
髄
に
於
て
異
の
奉
仕
閥
係
及
び
統
盛
岡
係
に
よ
っ
て
推
泌
し
得
ら
れ
る
自
体
共
同
厨
は
、
漣
綿

己
し
て
近
代
の
康
大
な
る
圃
家
組
織
に
侍
来
さ
れ
、
夏
に
統
合
開
係
に
化
L
て
漸
次
に
後
燥
し
っ
、
ゐ
る
。

酬
の
子
も
常
に
神
性
を
保
持
す
る
こ
主
拙
は
ず
、
欲
す
る
所
を
行
ふ
て
矩
を
耐
え
古
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
自
体
共
同
四
四
却
に
立
つ
人
々
と
拙

も
絶
え
ず
共
同
志
志
に
山
っ
て
行
動
タ
る
と
と
は
期
待
さ
れ
な
い
。
か
{
て
同
体
共
同
者
に
も
ま
た
或
程
度
ま
て
問
時
か
ら
旧
制
制
が
品
川
喧
と
な

る
@
し
か
し
こ
の
幽
制
は
被
制
者
自
一
民
抗
心
主
仲
は
な
い
、
強
制
と
云
ふ
も
貨
は
共
同
附
係
者
が
刷
但
に
托
せ
る
一
積
由
自
制
で
あ
る
。

他
作
共
同
滑
に
あ
h
て
は
、
権
力
強
制
が
自
殺
的
に
共
同
し
な
い
人
ヤ
叉
は
行
動
を
し
て
共
同
組
織
~
の
会
興

を
可
施
な
ら
し
め
、
少
〈
ご
も
磁
賞
な
ら
L
め
る
要
件
記
な
る
o

然
ら
ば
何
故
に
共
同
を
欲
し
な
い
人
々
又
は
行

動
を
斯
〈
強
要
L
且
っ
そ
れ
が
成
功
[
得
る
か
。

こ
れ
を
説
明
す
る
も
の
は
民
放
の
血
縁
及
び
文
化
の
仰
統
に
外

な
ら
な
い
。
同
一
の
民
族
は
原
始
的
基
本
凶
慨
こ
の
か
た
自
然
に
共
同

ω生
活
基
礎
の
上
に
立
ち
て
共
同
の
生
活

理
想
を
遂
げ
よ
う
ご
す
る
。
然
る
に
こ

ω民
族
閉
館
も
人
口
の
増
加
古
生
活
内
容
の
複
雑
化
芭
仁
ょ
っ

τ新
た
に

相
互
組
織
た
る
副
食
を
畿
日
出
せ

L
め
、
殊
に
枇
曾
に
於
て
制
人
間

ω競
等
が
烈
し
〈
な
る
に
至
れ
ば
、
次
第
に
共

同
組
織
を
弛
緩
せ

L
め
て
意
識
的
に
賂
た
無
意
識
的
に
業
同
任
務
に
闘
し
て
無
頓
着
な
る
か
若
〈
は
-
』
れ
を
忌
避

し
よ
う
芭
す
る
傾
向
を
生
宇
る
o

こ
の
傾
向
に
封
し

τ共
同
組
織
を
支
持
す
る
に
は
結
局
、
機
力
強
制
を
行
ふ
の

外
な
〈
、
そ
の
強
制
を
要
す
る
所
に
他
律
共
同
居
を
後
生
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
個
人
主
義
者
は
一
般
に
閥
家

ω

強
制
を
厭
ひ
、

こ
れ
を
以
て
自
由
の
抑
座
ぜ
見
る
。

こ
の
見
解

ω中
に
は
繕
封
じ
国
家

ω強
制
を
否
定
す
る
無
政

諭

第
二
十
宜
容
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五
巻

接

続

府
主
義
ご
相
録
的
に
一
」
れ
を
必
要
悪
正
し

τ認
容
す
る
謂
ゆ
る
自
由
主
義
占
あ
る
が
、
こ
伺
い
ら
は
皆
自
由
の
意
義

を
謀
総
せ
る
偏
見
℃
ゐ
る

t
mム。

国
家
の
強
制
を
否
定
す
る
者
は
個
人
の
自
由
を
倉
重
す
る
か
の
如
〈
見
ゆ
る
一
枇
曾
に
生
を
托
し
よ
う
正
す
‘
品
。

然
る
に
前
に
も
逃
イ
た
や
う
に
随
家
の
み
が
倒
人
の
自
由
を
制
限
す
る
の
で
は
な
〈
枇
曾
も
ま
た
然
か
す
る
。
而

か
も
二
者
の
自
由
制
限
は
性
質
に
於
L
全
(
相
違
し
て
ぬ
品
。
例
へ
ば
商
品

ω債
格
の
如
き
は
枇
曾
的
生
産
比
ぴ

乱
札
曾
的
流
通
の
過
程
に
よ
っ

τ必
然
的
に
決
定
さ
れ
、
個
人
は
唯
に
-
』
れ
に
屈
服
L
又
は
順
出
陣
す
る
に
け
に
て
、

自
己
が
勝
手
に
債
格
を
左
右
す
る
を
得
な
レ
。
園
家
が
進
ん
で
岡
慣
格
を
公
定
す
る
場
合
に
は
、
個
人
を
制
す
る
カ

は
枇
曾
自
然
カ
よ
h
糟
じ
て
岡
家
意
士
山
カ
に
愛
宇
る
が
・
個
人
の
自
由
を
許
さ
な
い
動

一
於
て
は
二
者
同
様
で
ゐ

る
o

唯
V
H
前
の
場
合
は
見
え
ま
る
手
的
指
闘
で
あ
り
・
後
り
場
令
は
開
ゆ
る
韓
の
一
蹴
令
で
あ
る
。
が
〈
て
無
智
な

る
人
々
は
指
闘
す
る
手
を
見
得
な
い
か
ら
枇
曾
の
中
で
は
債
格
の
決
定
に
干
渉
す
る
も
の
な
〈
.
個
人
の
自
由
意

士
山
に
て
そ
れ
が
決
め
ら
れ
る
も
の
ご
思
ひ
、
抗
令
す
る
盤
は
聞
ゆ
る
か
ら
国
家
は
強
制
を
以

t
個
人
の
自
由
を
拘

束
す
る
も
の
正
思
ム
。
何
ぞ
知
ら
む
、
個
人
に
ご
つ
て
は
枇
曾
自
然
カ
の
強
制
こ
そ
異
に
自
己
の
意
に
ゐ
ら
5
る

他
者
の
拘
束
で
あ
る
が
、
岡
・
米
意
志
カ
の
強
制
は
共
同
意
志
的
作
用
で
あ
h
、
共
同
意
志
に
奉
奥
す
る
個
人
に
ご

つ
て
は
闘
家

ω強
制
は
他
者
の
其
で
な
〈
て
買
は
自
己
強
制
に
外
な
ら
な
い
。
而
か
も
自
己
強
制
は
自
由
の
一
の

場
合
で
め
る
。

• 
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個
人
心
理
に
就
て
一
言
ふ
も

無
反
省
の
人
は
自
然
の
衝
動
力
に
よ
っ
て
必
定
的
に
行
動
す
る
ご
き
に
は
内
界
の

強
制
を
魔
え
な
い
で
、
却
ウ

τ欲
怖
が
良
心
に
制
せ
ら
れ
る
正
き
に
そ
の
蝦
制
を
威
す
る
。
併
し
意
士
山

ω立
場
よ

り
見
れ
ば
上
越
の
反
射
ご
な
b
、
前
の
場
合
に
自
然
カ
の
強
制
が
め

h
・
後
の
場
合
は
意
士
山
の
自
己
強
制
に
外
な

ら
な
い
o

個
人
主
義
者
は
岡
山
部

ω強
制
が
除
か
叫
い
る
だ
け
自
由
が
復
活
さ
れ
る
ご
思
っ
て
ゐ
る
。
か
、
る
自
然
的

自
由
を
求
出
る
の
は
筒
鵠
自
覚
者
の
錯
誤
で
あ
っ
て
、
一
枇
曾
白
然
が
如
何
に
徹
底
的
に
個
人
を
強
制
し
て
ゐ
る
か

を
知
ら
な
い
V

の
壬
あ
る
。
人
聞
の
性
格
に
於
て
自
然
を
克
服
し
た
る
意
志
は
性
格
上
的
自
由
を
獲
得
す
る
。
さ
れ

ど
そ
の
自
由
意
志
も
人
生
の
境
涯
に
現
は
れ
て
伽
人
志
志
ピ

L
て
互
に
劃
向
す
る
ご
き
に
は
、
己
に
枇
曾

ω自
然

に
囚
へ
ら
れ
て
も
は
や
自
由
の
身
で
は
な
い
。
我
等

ω意
志
が
枇
曾
的
存
在
を
決
め
る
の
で
な
〈
・
、
一
枇
曾
的
存
在

が
我
等
の
意
志
を
決
め
る
正
見
る
は
、
性
務
上
の
自
由
志
士
山
が
境
涯
に
於

τ制
約
さ
れ
る
こ
正
を
意
味
す
る
。
放

に
若

L
意
志
が
境
涯
に
於

τ不
自
由
な
る
を
見
て
、
直
も
に
性
格
上
の
自
由
意
志
を
否
認
す
る
な
ら
ば
、

を
は
救

いw
雛
き
自
然
主
義
凱
の
謬
見
仁
一
堕
も
る
。
性
格
上
の
志
士
山
的
自
由
は
巳
に
得
た
も
の
で
こ
れ
を
失
ム
ニ
ピ
は
な

に
そ
れ
が
或
域
涯
に
於

τ不
自
由
ご
な
ら
ば
、
こ
れ
を
自
向
な
ら
し
り
ぺ
き
別
の
境
涯
に
移
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
境
涯
は
即
ち
自
律
共
同
の
世
界
で
あ
る
。

喧
』
、
で
は
我
等

ω意
志
芭
云
ふ
は
諸
個
人
の
意
士
山
で
な
〈
共
同
の

意
志
で
あ
る
o

共
同
意
志
は
成
長
す
る
に
従
つ
℃
次
第
に
枇
曾
的
存
在
を
決
め
る
や
う
に
な
る
o

一
旬
、
で
は
枇
曾

的
ι
什
在
が
我
等

ω意
志
を
決
め
る
め
で
な
く
、
我
等
の
意
志
が
一
枇
曾
的
存
在
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
闘
家
心
持
在
の

菌

讃

家
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五
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理
由
は
そ
こ
に
ぬ
る
o
か
〈
て
我
等
は
性
格
に
闘
し
て
も
境
涯
に
闘
し
て
も
一
貫

L
て
自
然
主
義
制
酬
を
克
服

L
得

る。
以
上
述
べ
た
る
如
、
き
他
律
共
同
を
伴
へ
る
自
体
共
同
は
岡
家
組
織
の
骨
子
で
ゐ
っ
て
、
国
家
は
一
】
れ
あ
る
に
よ

っ
て
成
立

L
こ
れ
を
失
ふ
に
よ
っ

τ消
滅
す
d

る
。
然
る
に
現
寅
の
歴
史
的
闘
中
部
は
必
L
も
か
、
る
共
同
組
織
の
み

か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
も
の
で
な

f
、
こ
れ
古
性
質
を
田
昌
に
す
る
仙
の
結
合
欄
係
を
も
附
加
へ

τ
ゐ
る
。
即
ち
岡
家

組
織
に
は
上
越
の
如
き
共
同
居
の
外
に
共
同
岡
龍
り
魅
略
闘
係
が
混
入
し
底
れ
る
紡
を
無
税
し
て
は
な
ら
向
。

古
代
の
血
族
園
館
は
専
ら
共
同
組
繊
の
み
に
て
成
立
っ
て
ゐ
る
が
、

か
、
る
困
館
が
一
一
つ
接
鮒
す
る
正
当
は
.

平
和
的
交
通
よ
り
も
先
づ
闘
争
を
事
正
す
る
o

最
初
の
共
同
岡
鰻
が
重
き
を
経
済
生
活
的
共
同
に
位
〈
如
〈
、
阻

健
聞
の
交
沙
も
先
.
っ
相
手
方
の
有
す
る
生
活
資
料
を
略
取
し
よ
う
正
す
る
闘
守
で
ゐ
る
o
共
同
組
織
は
統
一
意
志

を
成
立
た

L
め
る
。
そ
の
意
志
が
他
に
謝
す
る
Z
き
は
奥
へ
る
よ
り
も
先
づ
取
ら
ふ
ど
す
る
。
凡
て
の
共
同
凶
館
、

殊
に
国
家
が
排
他
的
性
質
を
有
す
る
は
其
等
が
意
志
を
具
ふ
る
生
活
千
鶴
な
る
が
故
で
あ
h
、
意
志
な
き
枇
曾
が

排
他
的
で
な
-V
の
は
他
を
排
斥
す
る
能
力
が
な
い
u

が
ち
で
ゐ
品
。
共
同
国
健
聞
の
閲
守
は
反
掛
闘
係
に
立
つ
も
の

で
あ
る
が
、
闘
争
の
結
果

Z
L
て
一
が
他
を
征
服
す
る
ご
き
は
、
征
服
周
鵠
は
闘
守
の
延
長
ご
し
て
そ
の
図
髄
の

中
に
被
値
服
固
健
の
人
々
を
牧
容
L
て
こ
れ
を
官
恥
附
す
る
。
ニ

ω際
敗
ら
れ
た
る
一
幽
髄
は
共
同
組
織
を
破
壊
苫
れ

て
、
そ
の
囲
僅
の
人
々

U
寧
に
佃
人
己

L
て
戟
勝
因
髄

ω支
配
を
受
け
る
こ
正
、
な
る
。
こ
の
膝
略
的
支
配
が
国

• 
4・・'.



家
の
本
質
を
紛
は
し
〈
す
る
原
因
正
な
り
、
岡
家
は
民
族
闘
守
に
よ
っ
て
成
立
す
る
ご
見
る
グ
Y
プ

ロ

ク

イ

チ

流

の
征
服
岡
家
説
を
生
母
し
め
る
の
で
あ
る
。

基
本
因
慨
は
初
的
一
民
族
か
ら
成
立
つ
共
同
断
髄
で
あ
る
が
、
民
族
関
宇

ω結
果
ご
し
て
、
優
勝
民
族
の
基
本

回
髄
は
固
有

ω共
同
尉
正
新
日
刊
の
脹
略
屠
己

ω一
一
つ
の
府
を
合
む
こ
正
、
な
る
。
こ
の
臨
時
府
に
も
二
秘
ゆ
別
が

ゐ
る
。
初
じ
被
征
服
民
族
に
謝
し
全
〈
自
由
を
奥
へ
な
い
で
共
同
組
織
に
奉
加
せ
し
め
な
い
問
は
・
奴
隷
的
師
陣
略

関
係
を
生
じ
、
後
に
其
等
に
自
由
を
拠
へ

τ市
民
ご
な
し
な
が
ら
・
倫
は
差
別
待
遇
を
加
へ
て
同
有
の
共
同
居
r
h

於
け
る
平
等

ω地
位
を
許
容
し
な
い
聞
は
、
認
は
uγ

其
等
を
市
民
的
陸
路
開
係
に
立
た
し
め
る
の
で
あ
る
。
共
同

陣
地
に
野
立
す
る
剛
即
時
屠
は
後
に
遁
〈
る
階
級
師
即
時

t
異
る
所
内
回
鵠
腿
略
で
あ
っ
て
、
岡
家
の
基
礎
的
組
織
の
内

径
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
又
脹
略
閥
係
は
主
正
し
て
共
同
凶
慢

ω腿
制
に
よ
っ
て
被
征
服
民
族
の
経
済
的
利
鐘
を

略
取
す
る
に
ゐ
る
も
必
L
も
そ
れ
に
は
限
ら
な
い
1
0

回幽阻

ω利
盆

ω免
に
座
制
す
る
な
ら
ば
そ
は
凡

τ回
餓
脱
出
略

で
あ
る
。

岡
家
は
基
本
凶
飽
仁
於
り
る
業
同
組
織
ご
し
て
成
立
す
る
が
、

一
国
家
が
他
の
基
本
側
惜
的
英
同
組
織
を
破
壊

L
τ
そ
の
固
僅
の
人
々
を
個
人

t
L
て
自
己
の
基
本
剛
髄
に
収
容
す
る
ピ
き
は
、

そ
の
人
身
は
そ
の
基
本
国
慢
じ

於
げ
る
一
枇
曾
の
構
成
者
己
な
る
。
己
に
祉
曾
に
於
て
其
等
を
牧
容
す
る
以
上
は
、

た
ご
へ
岡
家
が
困
鶴
岡
陛
略
を
行

び
な
が
ら
も
、
批
曾
生
活
の
秩
序
を
維
持
す
る
必
要
か
ら
、
主
(
等
に
封

L
て
も
ま
た
平
等
に
共
同
秩
序
の
統
制
が

一
一
三
五

告書

騨
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抗

及
ば
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
こ
の
駄
に
於
て
は
歴
略
闘
係
も
ま
た
共
同
組
織
に
参
加
し
て
来
る
。
こ
の
共
同

闘
係
を
一
不
す
活
に
、
本
来
の
恥
岡
山
骨

rh昨
ぽ
に
封

L
て
特
に
こ
れ

efr印
刷
茸
昨
官
ピ
名
づ
け
る
。

斯
の
如
〈
現
貨
国
家
は
多
〈
は
そ
の
共
同
組
織
の
中
に
岡
有
共
同
居
ご
従
一
周
共
同
屠
ご
を
包
合
し
て
居
志
。
征

限
闘
家
設
は
ニ
の
従
胤
共
同
居
の
賞
質
を
な
せ
る
圃
健
腿
略
閥
係
を
目
し
て
図
家
の
本
質
ど
見
る
。
苫
れ
ど
こ
の

設
は
筒
開
早
に
次
の
や
う
に
打
破
ら
れ
得
る
芭
思
ふ
。
歴
史
的
国
家
に
麟
略
聞
係
の
存
す
る
ζ

正
は
疑
な
い
。
然
ら

ば
こ
の
歴
略
闘
係
の
存
耕
輔
は
何
に
よ
っ
て
可
抱
な
る
か
Z
言
へ
ば
、
そ
れ
は
主
正
仁
て
座
略
者
が
従
属
者
よ
b
も

強
大
な
る
カ
を
持
つ
が
放
で
め
る
。
利
盆
の
略
取
は
相
劃
す
る
カ
り
強
弱
に
よ
る
o
而
し
て
-
賂
略
者
の
強
力
は
そ

が
共
同
図
健
な
る
が
故
で
ゐ
h
、
従
嵐
者
の
弱
き
は
共
同
組
織
を
破
壊
苫
れ
た
る
が
故
で
あ
る
。

7
7
4
に
於

τ

は
自
由
民
一
人
仁
就
て
卒
均
五
人
の
奴
隷
が
付
い
て
ゐ
た
ど
言
は
れ
る
。
比
較
的
に
少
数
の
民
族
が
活
か
に
多
数

の
同
時
民
族
を
支
配
せ
る
事
例
は
英
吉
利
己
印
度
ご
の
関
係
に
こ
れ
を
見
る
。
関
守
に
於
て
は
蹴
し
工
共
同
組
織
の

緊
張
せ
る
国
民
が
勝
も
、
そ
れ
が
弛
緩
せ
る
闘
民
が
敗
れ
、
次
で
前
者
は
後
者
を
歴
略
す
る
。
共
同
組
織
は
量
の

円一一一…一一

差
を
質
の
差
に
麓
守
し
め
る
の
で
ゐ
る
。

新
〈
見
る
ご
き
は
困
鱒
腫
略
闘
係
若
〈
は
従
属
共
同
婦
は
固
有
共
同
居
を
前
提
ご
し
て
後
生
す
る
も
の
苦
言
は

な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
従
属
共
同
な
き
岡
有
共
同
の
存
す
る
こ
ご
は
考
へ
ら
れ
る
も
、

そ
の
反
劃
は
考
へ
得
ら
れ
な

ぃ
。
叉
事
質
に
於
て
も
ぞ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
固
有
共
同
を
以
て
岡
家
ご
な
す
か
、
崎
市
花
岡
髄
陸
路
闘
係

• 
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勝
た
戦
争
や
座

を
円
払
て
岡
家
ご
な
す
か
に
め
る
。
換
言
す
れ
ば
国
家
ゐ
っ
て
後
に
戟
宰
や
麗
略
が
行
は
れ
る
炉
、

略
が
行
は
れ
て
後
に
岡
家
を
生
十
る
か
い
問
題
Z
な
る
o

若
し
征
服
岡
家
設
を
ご
る
な
ら
ば
、

印
度
等
を
失
L
t

き
英
吉
利
は
岡
家
で
な
い
こ
正
に
な
る
o

ニ
の
見
方
は
英
吉
一
利
本
闘
の
任
服
の
回
世
史
を
湖
っ
て
見
て
も
同
様
に
肯

定
さ
れ
得
品
。
従
一
胤
共
同
に
は
権
力
統
制
己
暴
力
腿
制
之
が
混
合
し
て
ゐ
る
。
後
岩
が
無
〈
な
h
師
胆
略
陶
係
が
止

む
=
も
前
者
は
依
然
ご
し
て
存
鋭
し
輔
じ

τ他
律
共
同
居
に
合
併
さ
れ
る
。
歴
路
闘
係
の
存
し
な
い
基
本
嗣
髄
を

目
し
て
白
由
聯
合
の
市
民
一
位
曾
な
ど
、
中
遮
断
し
て
は
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
圃
家
の
本
質
は
共
同
組
織
た
る
結
に
あ
る
が
、

去
の
現
質
の
組
織
に
は
回
有
共
同
居
ご
従
属
共
同
居

ぜ
の
二
つ
め
る
。

ニ
の
従
属
共
同
居
は
後
に
付
加
3
れ
た
も
の
で
あ
り
て
、

し
か
も
後
に
凶
家
の
後
議
に
於
て
逃

ぺ
る
や
う
に
早
晩
消
滅
す
べ
き
蓮
命
に
あ
る
。
従
属
共
同
又
は
剛
髄
膝
略
は
国
家
の
永
久
な
る
構
成
要
素
で
な

〈
、
国
家
は
固
有
共
同
に
よ
h
τ
起
ち
且
つ
永
久
に
こ
の
組
織
に
よ
っ
て
存
続
す
る
。
蹄
着
す
る
所
、
園
家
の
基

礎
的
組
織
は
基
本
的
共
同
闘
係
仁
存
す
る
の
で
ゐ
る
。

九

国
家
の
建
設
的
組
織

国
家
の
基
礎
的
組
織
か
ら
国
家
の
人
絡
意
志
及
び
生
活
意
志
た
る
岡
健
意
士
山
及
び
総
統
意
志
を
成
立
た
し
め
る

が
、
ぞ
れ

rけ
で
は
唯

π国
家
の
基
礎
が
出
来
た
の
み
で
あ
る
。
国
家
は
闇
慢
で
あ
る
か
ら
、

ぞ
の
生
活
機
抽
出
ぞ

論

議
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枠
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凶

第
二
十
正
答

ノ寸、

腕

品
固
持
し
て
共
同
組
織
を
維
持
し
且
つ
共
同
組
織
に
牧
め
た
Q

事
業
を
緩
接
す
る
に
常
つ
て
は
、
真
に
そ

ω基
礎

ω

上
に
闘
髄
活
動
を
な
す
ぺ
き
第
二
次
的
組
械
が
建
設
さ
れ
な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
。

二
の
組
織
は
岡
家

ω
矧
馴
随
意
志
者

〈
は
総
統
意
志
b
z
質
現
す
る
所
の
一
機
闘
志
士
山
若
〈
は
裁
決
意
士
山
hr
構
成
f
る
こ
ご
を
意
味
す
る
o

こ
の
建
設
的
組

織
に
よ
hJ
て
閉
山
氷
は
始
め
て
そ
の
特
有
の
意
志
活
動
を
潟
し
得
る
の
で
あ
る
。

浅
く
考
ぺ
る
人
は
、

枇
品
目
に
住
め
ば
平
た
い
州
場
師
に
准
ぴ
居
て
自
由
に
行
動
し
得
ら
れ
る
が
、

岡
家
に
住
的
ば

高
い
場
所
に
立
つ
何
者
hv

の
命
令
に
よ
っ
て
行
動
が
拘
束
さ
れ
て
居
る
や
，
ヮ
に
忠
ふ
。

、
M
d
-
r
a
u
』

P
H
P
主
主
〈
証

サれ

M

t

・
h
m
ノ
司
J

島
町
引
M

E

到

え
る
。
剥
品
目
は
御
互
の
付
き
合
ひ
で
ゐ
る
か
ら
命
令
を
受
け
る
・
』
ご
は
な
い
、

L
か
し
個
人
の
自
由
は
自
然
的
に

十
重
二
十
重
に
束
縛
さ
れ
て
ゐ
る
。
岡
家
に
は
命
令
者
が
あ
る
が
、

し
か
し
我
等
は
命
令
者
を
自
分
の
中
に
見
出

し
て
自
由
の
域
涯
に
佳
h
u

こ
ご
が
出
来
る
。
但
に
現
買
の
閥
家
は
決
し
て
自
己
命
令
を
畿
す
る
人
々
の
み
仁
ょ
っ

て
組
織
苫
れ
若
〈
は
自
己
命
令
仁
従
ム
行
動
の
み
を
包
容
す
る
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
な
い
か
ら
、
質
際
に
於

τは

命
令
者
ご
服
従
者
正
の
謝
立
若
〈
は
命
令
服
従

ω関
係
を
内
容
正
す
る
建
設
的
組
織
を
必
要
ご
す
る
。
閤
一
本
の
命

令
を
俊
す
る
者
は
そ
の
機
綱
た
る
政
府
で
あ
る
o

制
度
を
立

τ政
策
を
行
主
所

ω裁
決
意
士
山
は
噂
』
の
政
府
に
在

←一一一一一

る
。
岡
家
の
存
す
る
所
に
必
守
政
府
が
在
る
。
無
政
府
主
義
は
同
時
に
国
家
奇
定
主
義
で
あ
る
o

か
、
る
政
府
が

如
何
に
構
成
さ
れ
る
か
ど
一
去
ふ
こ
ご
が
即
ち
国
家
の
建
設
的
組
織
の
主
要
問
題
で
あ
る
。

攻
府
の
援
す
る
命
令
は
本
質
的
に
は
共
同
生
活
に
閲
す
る
命
令
で
ゐ
る
。
そ
れ
は
貸
現
の
規
範
ご
し

τuyは
な

• 
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〈
、
現
賞
の
理
由
正
[
て
新
〈
言
へ
る
。
従
っ
て
政
府
を
構
成
す
る
も
の
は
最
初
に
は
必
中
自
体
共
同
居
か
ら
現

は
れ
、

そ
れ
が
政
府
を
通
じ
て
自
ら
共
同
生
活
へ
の
統
制
に
力
め
る
ご
同
時
に
他
伴
共
同
婚
を
も
毛
れ
へ
強
制
す

る
。
又
岡
家
成
立

ω初
期
に
は
自
体
共
同
府
に
立
つ
人
数
も
比
較
的
少
数
で
あ
り
、

叉
そ
れ
が
多
〈
ぜ
も
交
通
の

不
便
は
多
数
者
を

L
℃
政
府
構
成
に
多
山
内
せ
し
め
難
い
か
ら
、

政
府

ω意
志
郎
も
裁
決
意
志
は
勢
ひ
濁
裁
制
に
よ

っ
τ成
立
た
ざ
る
を
得
な
V
o

次
で
如
上
の
制
限
が
除
か
れ
る
に
従
ひ
、

裁
決
意
志
は
次
第
仁
衆
決
制
に
よ
っ
て

成
立
す
る
や
う
に
な
る
。

国
家
の
基
礎
的
組
織
に
於
て
他
律
共
同
が
干
一
震
へ
自
体
共
同
が
盛
ん
に
な
る
こ
ピ
は
や
が
て
そ

ω建
設
的
組
織
が

澗
裁
制
か
ら
衆
決
制
へ
進
歩
す
る
ニ
正
、
、
相
照
脳
出
す
る
o

衆
決
制
は
概
し
て
近
代
国
家
じ
於
て
後
生
し
た
・
0

が、

そ
れ
ま
で
の
獅
裁
制
古
雌
も
、
裁
決
意
志
が
共
同
主
義
に
立
脚
す
る
限
り
は
闘
中
部
の
基
礎
的
組
識
こ
建
設
的
組
織

ピ
が
命
致
L
τ
政
府
の
趨
判
を
見
る
に
至
ら
な
い
。
き
れ
ど
獅
裁
制
の
政
府
は
そ
の
構
成
に
於
て
も
渦
裁
的
な
る

が
故
に
、
新
た
に
政
府
内
組
織
に
入
る
べ
き
入
金
選
持
す
る
に
蛍
つ
一
ー
は
現
に
政
府
を
構
成
仁
居
れ
る
4
4
の
任
意

の
決
定
を
以

τす
る
。
か
〈
て
政
府
の
構
成
に
参
興
す
る
者
は
戎
特
定
の
身
分
を
有
す
る
人
々
及
び
其
の
追
随
者

じ
限
ら
れ
易

ν。
斯
の
如
〈
人
に
よ
っ
て
政
府
の
構
成
が
定
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
の
出
市
一
告
が
成
立
す

そ
こ
に
統
治
す
る
者
の
一
回
ピ
統
治
せ
色
れ
る
人
民
正
の
分
界
が
生
じ
て
階
級
統
治
を
殺
生
せ
し

る
に
至
れ
ば
、

め
る
O

吾
、
は
東
西
の
賂
史
仁
於
て
見
ら
れ
る
通
例
の
現
象
で
あ
る
。

持

闘
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階
級
統
治
は
統
治
が
階
級
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
ご
云
ふ
に
止
ま
h
必
し
も
国
家
本
来
の
任
務
ご
矛
盾
す
る
誇
で

ゃ
4

町、
te

、
o

t
f
L
 
き
れ
ど
一
た
び
階
級
統
治
が
成
立
す
る
ご
き
は
人
情
の
常
正
し
て
統
治
者
階
級
は
自
己
保
全
を
試
み
て

長
〈
そ
の
地
位
を
維
持
し
よ
う
ご
す
る
。
次
で
毛
の
階
級
が
明
ら
く
縦
続
す
る
己
主
は
漸
次
に
階
総
本
位
の
気
質

が
培
養
さ
れ
て
政
府
本
来

ω使
命
を
軽
ん
守
る
や
う
に
な
hJ
、
且
つ
階
級
仁
一
周
す
る
人
数
が
増
加
す
れ
ば
其
等
の

生
活
需
要
を
充
手
フ
己
し
て
盆
I
階
級
本
位
の
態
度
に
傾
い

τ行
〈
。

か
、
る
階
級
本
位
の
腿
度
は
即
ち
被
治
者

叩
問
級
に
劃
す
る
経
済
的
利
盆
の
埜
?
な
っ
て
現
は
れ
、
ま
柁
そ
の
限
h
に
於
て
階
懇
話
は
縫
質
し
て
佐
官

略
に
化
す
る
。

階
扱
極
略
は
も
と
階
輯
統
治
よ
り
混
生
し
た
る
凶
家
的
階
輔
の
師
臨
時
な
る
が
、
こ
の
外
に
向
ほ
岡
家
統
治
よ
り
直
描
に
本
な
い
枇
官
的
階
祖
白
盤

時
が
行
は
れ
る
o
枇
命
的
階
級
位
慕
本
剛
般
の
柑
可
組
制
に
於
て
控
止
し
、
土
地
紐
済
時
代
に
は
地
主
が
、
菅
本
翻
時
時
代
に
は
有
本
家
が
、
主
ゐ

有
産
者
階
級
司
と
し
て
無
慮
捗
働
有
を
膳
山
附
す
る
。
但

L
枇
命
的
階
離
は
陸
制
白
強
力
を
有
し
な
い
か
り
眠
時
が
可
能
な
る
に
は
4
J
地
足
は
安
本
山
所

有
が
同
家
山
制
度
に
よ
っ
て
保
越
さ
れ
る
と
と
を
前
提
と
ナ
る
o
従
っ
て
耽
府
が
正
し
〈
共
同
主
義
に
よ
っ
て
特
泊
を
行
」
場
合
に
は
附
有
制
度
を

改
め
て
融
合
的
階
級
盛
時
を
牢
制
す
る
が
、
階
赦
陸
時

E
行
ふ
政
府
に
あ
っ
て
は
、
同
家
的
階
紘
と
肱
官
的
階
離
と
が
相
制
托
L
利
川
し
合
ひ
て
階

級
師
四
時
を
一
岡
崎
甚
か
ら
し
め
る
。

階
級
魅
略
が
甚
し
{
な
る
ご
き
は
岡
家
の
建
設
的
組
織
は
そ
の
基
礎
的
組
織
に
趨
合
し
な
い
や
う
に
な
り
、
座

略
政
府
は
存
立

ω理
尚
を
失
ふ
て
倒
壊
せ
ぎ
る
や
得
な
い
。
而
し

τこ
れ
に
代
る
も
の
は
共
同
主
義
の
統
治
を
以

て
自
任
す
る
新
興
勢
カ
で
ゐ
る
c
善
政
の
標
税
は
知
山
白
究
・
不
徹
底
な
れ

E
や
は
ム
リ
共
綱
主
義
の
表
自
己
苦
闘
っ

τ

• 
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目 1

よ
い
。
斯
の
如
、
主
政
府
の
交
替
が
強
力
に
よ
っ

τ行
は
れ
る
芭
き
は
こ
れ
を
政
治
革
命
正
云
ふ
。
政
治
草
命
は
支

那
の
易
姓
革
命
の
如
〈
政
府
の
非
常
縫
草
で
あ
っ
て
国
家
そ
の
も
の
、
製
革
で
は
な
い
。
世
に
階
級
政
府
の
説
草

は
あ
る
が
昨
世
世
家
の
麗
革
な
る
も

ω
は
ゐ
h
得
な
い
1
0

岡
家
そ
の
も
の
、
生
滅
的
交
替
は
唯
だ
そ
の
基
礎
的
組

織
た
る
或
英
同
組
織
の
崩
潰
さ
ニ
れ
仁
代
る
べ
き
他
の
共
同
組
織
の
成
立
正
に
よ
っ

τ起
る
も
の
で
あ
る
が
、
建

国
以
来
同
一
民
族
を
基
礎
ピ
す
る
岡
家
に
は
か
、
る
異
種
は
決
し
て
起
ら
な
い
1
0

要
す
る
じ
獅
裁
制
の
政
府
は
階
級
統
治
に
傾
注
易
〈
、
そ
れ
が
階
級
魁
川
町
に
堕
落
す
る
Z
き
は
政
府

ω交
替
記

な
っ
て
建
設
的
組
織
が
莫
改
さ
れ
る
。
岡
家
の
裁
決
意
志
が
衆
決
制
に
よ
っ
て
成
立
つ
や
う
な
政
府
ご
な
れ
ば
、

ま
に
衆
決
制
が
共
同
主
義
に
令
す
る
や
う
仁
進
歩
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
次
第
に
階
級
制
即
時
を
解
消
せ
し
め
真
に
階
級

統
治
を
も
減
退
せ
し
め
る
。
而
し
て
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
現
質
国
家
の
政
府
組
織
は
凡
て
共
同
主
義
的
衆
決
制
へ

の
途
中
に
居
る
が
故
仁
、
そ
こ
に
は
倫
ほ
誰
防
護
活
t
階
級
統
治
並
に
階
却
益
略
が
混
合
し
T
ゐ
る
…

1
1的

岡
家
の
現
質
的
政
府
は
必
し
も
常
に
忠
貨
な
る
昨
甘
す
で
な
い
、
そ
は
同
時
に
ま
た
略
取
仁
専
ら
な
る
座
制
者
で

も
な
い
。
(
英
三
修
b
)
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